
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路だより 

 

岩手県立釜石祥雲支援学校 

進 路 指 導 部 

 

令和５年３月 10日発行  

令和 4年度も残りわずかとなり、「進路だより」も今回で最終号となりました。最終号は 1年間のまとめとし

て、学部ごとに児童生徒たちが進路学習に取り組んだ様子をお伝えします。 

 この進路だよりは学校のホームページに過去の記事を掲載しています。そのほか、「進路の手引き」や釜石大

槌地区の各事業所情報なども掲載していますので、ホームページもぜひご覧下さい。児童生徒の今後の進路を考

えるヒントになれば幸いです。１年間ありがとうございました。           進路指導部一同 

小 学 部 
6年生が 

中学部作業体験を行いました！ 

中 学 部 

 紙工班では牛乳パックのラミネート剥が

し、家庭班では刺し子を体験しました。作業

学習への参加は今回が初めてでしたが、３校

時と４校時に時間いっぱい作業できました。 

 分からないことや難しいこともありまし

たが、「教えてください」と話し、前向きに取

り組むことができました。また、上手にでき

て、先生に褒められると笑顔がこぼれるな

ど、後半はリラックスした様子も見られまし

た。 

 入学後は仲間と共に、様々なことを学びな

がら成長する姿に期待しています！ 

紙工班 

家庭班 

 １年間の作業学習のまとめとして、２月２１

日(火)に年度末作業製品販売会を行いました。

後期校内実習から一生懸命作り続けていた製

品をお客さんに買ってもらおうと、生徒たちは

大きな声で、元気に接客をしました。今まで積

み重ねてきた学習が、製品の出来や接客に十分

に表れていました。たくさん用意していた製品

はあっという間に完売となりました。 

 後日、販売会の売り上げでオードブルや寿

司、お菓子等を購入し、作業お疲れ様会を行い、

紙工班、家庭班共に自分たちの頑張りを称え合

いました。自分たちが頑張って得たお金で食べ

る食事は、生徒たちにとって最高の思い出とな

りました。 

※高等部でもお疲れ様会はありますが、紙面の

関係で今回は中学部の様子をお伝えします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

                    令和４年度障がい者雇用プチ学習会が、２月１７日（金）

に釜石・大槌地域産業育成センターを会場に行われました。 

最初に、いわて特別支援学校就労サポーター制度に登録し、

５年間継続して支援していただいている釜石・大槌圏域の企

業９社への感謝状贈呈式が行われました。特別支援学校と企

業が連携し、企業への就労を目指す生徒の働く力を育成する

ための制度です。 

                  続いて、令和４年度障害者雇用職場改善好事例表彰で最上

位の厚生労働大臣賞を受賞した有限会社西部産業（八幡平市）の吉田美保子さんをお招きしてのプ

チ研修会です。西部産業は、養鶏業、鶏肉製造をしている会社で、従業員は１２３名、障がいのあ

る方が３７名働いている職場になります。法定雇用率４１．９６％で岩手県第１位を誇る企業さんの

実践例を聞けるとあって、３６名の関係者が会場に詰め掛けました。『障がい者雇用を始めたきっ

かけ、工場内の工夫、生活面を支えるグループホーム、障がい者雇用のメリットとデメリット、適

正配置について』などの内容をお聞きすることができました。参加者からは、「障がい者雇用で工

夫している事が参考になった」や、「自己評価が企業評価と違う場合の対応についての話が興味深

かった」、「重度の方も実習させたところがすごいと思った」などの感想が寄せられました。 

２時間弱の会でしたが、とても有意義な時間を共有できました。吉田さんに感謝します。  

 福祉サービス事業所利用の場合 企業への就職の場合 

 

参加者 

 

・本人・保護者・担任・進路指導担当 

・市町村福祉課 

・福祉サービス事業所 

・相談支援専門員 など 

・本人・保護者・担任・進路指導担当 

・市町村福祉課 

・企業 

・障がい者就業・生活支援センター 

・ハローワーク釜石 など 

確認事項 

・移行支援計画の説明 

・本人、保護者の要望、利用開始日、利用時

間、送迎、給食等の確認 

・福祉サービス事業所との共通理解事項の確

認 

・福祉サービス手続きや障がい者年金、手帳

等の説明、 

・相談事業所との確認事項 など 

・移行支援計画の説明 

・勤務時間、休暇、通勤方法、入社式、出勤に

ついて等の確認、 

・提出書類について等確認、 

・障がい者年金や手帳等の説明、 

・障がい者就業・生活支援センターからの支援

についての説明 など 

～卒業後の生活に 

見通しを持つために～ 
 

高等部では、2 月から 3 月にかけて 3 年生全員を対象に「移 

行支援会議」を行っています。移行支援会議とは、『卒業後の

生活へと移行する橋渡しとなる大切な会議』です。卒業

後の本人・保護者の願いを実現するための情報交換、支援内容、

支援者の役割分担等を確認していきます。進路先との引継ぎだ

けでなく、卒業後の生活全般に目を向け支援していくための会

議です。会議の時間は 1 名につき 1 時間ぐらいです。 

 
◎ 参加者及び確認事項 

障がい者雇用プチ研修会 

高等部 

3年対象 



 

 

 

 

 

この春、小学部３名、中学部３名、高等部９名、 

しゃくなげ分教室(中)1 名、(高)２名 が卒業します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 
 

氏  名 進路先 

O・Yさん 釜石中学校特別支援学級 

K・Mさん 釜石祥雲支援学校中学部 

K・Sさん 釜石祥雲支援学校中学部 

氏  名 進路先 

K・Aさん 盛岡聴覚支援学校高等部 

S・Aさん 釜石祥雲支援学校高等部 

M・Sさん 釜石祥雲支援学校高等部 

氏 名 進路先 

S・Sさん まごころ就労支援センター釜石 

Ｏ・Ｆさん まりん、わらび学園 

Ｋ・Ｍさん 釜石市福祉作業所 

Ｓ・Ａさん まごころ就労支援センター釜石 

Ｓ・Ｈさん ＳＭＣ株式会社  

Ｈ・Ｈさん ＳＭＣ株式会社 

Ｆ・Ⅰさん つくし共同作業所、まりん 

Ｈ・Ｋさん わらび学園、まりん 

Ｍ・Ｓさん かまいしワーク・ステーション 

氏  名 進路先 

Ｓ・Ｍさん しゃくなげ分教室高等部 

氏  名 進路先 

Ｏ・Ｋさん 釜石病院継続入所 

Ｎ・Ｔさん 釜石病院継続入所 

◎中学部 
自分を信じ、自分らしく、それぞれの良さを

発揮して充実した学校生活を送ってください。 

◎しゃくなげ分教室（中） 

分教室の頼れるリーダーとして頑張りましょう。 

◎高等部 
自分の進路を決めるために実

習頑張りましたね。 

ここが最終的なゴールではない

と思っている人もいるかもしれま

せん。そういう人は、卒業時の進

路先で努力を重ね次のステージ

を目指しても良いと思います。 

これからも、努力する皆を応援

しています。 

 

◎しゃくなげ分教室(高) 
病棟生活でも楽しさを見つけ、自分らしく健康

で過ごしてくださいね。 

◎小学部 
小学部は楽しかったですか？次の進路先で

も存分に学校生活を楽しんでください。 



  

 

 

障害者雇用「代行」急増 法定率目的、８００社利用    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者雇用率２・７％に引き上げ ２６年７月、厚労省 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

岩手日報 2023年 1月 9日 

法律で義務付けられた障害者雇用を巡り、企業に貸農園な

どの働く場を提供し、就労を希望する障害者も紹介して雇用

を事実上代行するビジネスが急増していることが、厚生労働

省の調査や共同通信の取材で分かった。 

十数事業者が各地の計８５カ所で事業を展開。利用企業は

全国で約８００社、働く障害者は約５千人に上る。 

大半の企業の本業は農業とは無関係で、障害

者を雇うために農作物の栽培を開始。作物は販

売せず、社員に無料で配布するケースが多い。

違法ではないが「障害者の法定雇用率を形式上

満たすためで、本当の意味での雇用や労働とは

言えない」との指摘が相次ぎ、国会も問題視。

厚労省は３月までに対応策を打ち出す方針だ。 

岩手日報 2023年 1月 18日 

厚生労働省は１８日、民間企業に法律で義務付けている障害者の雇用割合（雇用率）を、現

行の２・３％から段階的に引き上げ、２０２４年４月に２・５％、２６年７月に２・７％とす

ることを決めた。同日の労働政策審議会（厚労相の諮問機関）で合意した。 

 現在は、従業員４３・５人以上を雇用する企業が対象となっている。雇用率が２・５％に上

がると従業員４０・０人以上、２・７％に上がると３７・５人以上の企業へと対象が広がる。 

 厚労省は当初、同日の審議会で雇用率を２・７％に上げる時期について、２６年４月と提

案。反対意見が集中したため、 

時期を２６年７月に修正して 

提案し了承された。 

 

分かりやすい形でお知らせ 

できるよう努力します。 

背景の整理 

〇企業は障害者に適した仕事を用意し、法定率に見

合った人数を雇うのに苦労している。 

〇代行ビジネスは２０１０年ごろに現れ、事業者、農園

数とも年々増加。農園には複数の企業の障害者が

集められ、給与は各企業から支払われる。 

〇福祉目的の作業所での工賃は、全国平均で月約

１万６千円にとどまる 

〇企業に雇用されれば十数万円の月給がもらえる。 

〇岩手では、代行ビジネスは行われていません。 


